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コージェネ財団の紹介
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エネルギーの高度利用を推進する日本で唯一のコージェネ関連団体

沿革 1985年 日本コージェネレーション研究会 として設立

2011年 一般財団法人 コージェネレーション・エネルギー高度利用センター

に改称

通称 「コージェネ財団」

“Advanced Cogeneration and Energy Utilization Center Japan ”

コージェネ財団 理事長

理事長 ： 柏木 孝夫

東京科学大学 名誉教授

電気通信大学 客員教授

会員数

190

※2026.3 時点

特別会員（団体）：23団体
特別会員（個人）：45名
会員企業：122社

ガス会社、 電力会社、 石油会社
コージェネメーカ、 業務用機器メーカ
ゼネコン、 サブコン、 設計事務所
エンジニアリング会社、 ESCO会社 ほか



コージェネ財団の主な事業内容
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普及促進関連事業

広報関連事業

技術・調査関連事業

国内外交流関連事業

・コージェネ導入実績・市場動向調査

・コージェネ関連法規、規格対応(JIS・ISO)

・コージェネに係る技術動向の調査・分析

・コージェネ普及促進に関わる政策提言や課題対応

・コージェネ大賞の選考・表彰、コージェネ白書 発刊

・会員向けの各種セミナー、施設見学会

・エネファーム普及促進活動（研修会など）

・各種イベントの開催

コージェネシンポ、特別講演会

・機関誌等の発行・発信（CoｰGENET、事例集）

・HP及びメルマガによる情報発信、プレスリリース等

・国内外のエネルギー高度利用に係る団体との交流・連携

海外：Cogen Europe、COGEN WORLD COALITION



コージェネ財団の活動－講演会の開催

4出典：コージェネ財団ホームページ

エネルギーに関する講演会を定期的
に開催しております。



コージェネの導入事例－HPでの閲覧

5出典：コージェネ財団ホームページ

コージェネ大賞受賞案件を
検索できます
※過去の事例集が収納されています



コージェネの導入事例－HPでの閲覧

6出典：コージェネ財団ホームページ



コージェネの導入事例－HPでの閲覧

7出典：コージェネ財団ホームページ

コージェネ大賞の受賞案件以外でも
導入事例検索では、様々な条件を
指定して検索できます



【参考】 コージェネ大賞2024 （日経ビジネス2025/1/27）
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コージェネとは

10

都市ガス等を燃料に、需要場所(オンサイト)で発電し、排熱を有効利用することで

“省エネルギー” を実現するエネルギー変換設備

出典：日本ガス協会ホームページ https://www.gas.or.jp/gas-life/cogeneration/shikumi/ コージェネ財団HP https://www.ace.or.jp/web/chp/chp_0031.html
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２．コージェネの普及状況

導入実績（全国単年度）

12出典：コージェネ財団ホームページ（一部加工、家庭用を除く）

❏東日本大震災以降、導入量が再び増加。近年は平均20万kW前後の実績で推移

新設容量と台数の推移
（2025年3月末）

燃料価格の高騰

東日本

大震災



２．コージェネの普及状況

導入実績（全国累計）

13出典：コージェネ財団ホームページ

❏民生用：16,542台 2,875MW
❏産業用： 6,277台 11,364MW

⇒計22,819台 14,239MW

（2025年3月末)
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３. コージェネの提供価値

3-0. コージェネの提供価値一覧

15

提供価値 概要

1 エネルギーの低炭素化 発電と同時に発生する熱をオンサイトで活用することで、エネルギーの低炭素化を実現します。

2
再生可能エネルギーの

導入促進
再生可能エネルギーを燃料としたコージェネや、再生可能熱とコージェネ排熱の融合により、再生可能
エネルギー導入を促進します。

3 電力系統への貢献
コージェネは需要地に設置されるため、送配電網の投資を抑制できます。また、電力需給に応じて稼働
できるため電力ピーク削減、系統設備の投資抑制、再生可能エネルギーの変動調整に寄与します。

4
強靭性（レジリエンス）

の向上
耐震性のある中圧供給の都市ガスの利用、あるいは停電対応機能により、防災に強いシステムを構築
し、施設の防災対応や不動産価値向上を実現します。

5 都市開発への貢献
都市にコージェネを導入することで、低炭素で安全なまちづくりを実現し、国際的な都市間競争にも寄
与します。

6 地方創生への貢献
地域に存する資源をエネルギーに転換することで新たな産業を創出し、資金の域内循環や地元の雇
用確保を促進、地方経済の発展に寄与します。また、地方都市のコンパクトシティへの転換に貢献しま
す。

コージェネはオンサイトで発電し、電力と熱を供給する設備ですが、単に経済性に優れるだけで
なく、環境、防災、まちづくり、地方創生など、経済、社会、環境面で様々な価値を提供



３. コージェネの提供価値

3-1. エネルギーの低炭素化
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出所：経産省 長期エネルギー需給見通しをもとに作成

熱用途は日本の最終エネルギー消費の約７割を占め

ており、熱の低炭素化は非常に重要な課題です。コー

ジェネは発電に伴い発生する熱も有効活用することで、

エネルギーの低炭素化に大きく貢献します。

コージェネは、熱のカスケード利用により、熱
を使い切るシステムです。温度レベルに応じ、
多様な熱用途に合わせて、システムを構築す
ることができます。



３. コージェネの提供価値

3-1. エネルギーの低炭素化（省エネ・CO2削減実績）
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❏平成23～27年度に設置されたコージェネの効果検証結果が

補助金執行団体より公表（事業者201件）

 ☞ ①省エネ率：23.0% ②CO2削減率：40.3%

出典：一般社団法人都市ガス振興センターホームページ http://www.gasproc.or.jp/pdf/koka_data01.pdf



３. コージェネの提供価値

3-2. 再生可能エネルギーの導入促進
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・コージェネはシステムにバイオガス等の再生
可能エネルギーを燃料に用いることも可能。

・スマートエネルギーネットワークを
構築することで、都市部に再生エネを
導入することが可能。

出典：北海道庁「畜産系バイオガスプラント導入ガイドブック」



３. コージェネの提供価値

3-3. 電力系統への貢献

19出典：資源エネルギー庁 ERAB(エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネス)検討会より抜粋

コージェネは、起動性、負荷追随にも優れた安定した
電源であり、電力負荷ピークをカットすることで、電
力供給の平準化に貢献

需要家側の負荷調整機能(DR：デマンドレスポンス)
を統合的に制御することで、一つの発電所(VPP：
バーチャルパワープラント)のように機能させ、再エネ電
源の変動成分に対する調整力として活用可能



３. コージェネの提供価値

3-3. 電力系統への貢献（シミュレーションによる定量化検討調査）

20出典：コージェネ財団ニュースリリース https://www.ace.or.jp/web/info_general/images/20210827134011_1.pdf

コージェネの系統貢献価値について
～コージェネの存在による系統への投資抑制効果～ 約3.0兆円（削減率約8.3％）



３. コージェネの提供価値

3-4. 強靭性（レジリエンス）の向上

21出典：東京ガス（株）ホームページをもとに作成

・コージェネの導入促進はエネルギー供給の強靭性の向上に貢献します。

・燃料に天然ガスを採用した場合、圧力の高い中圧導管は、阪神淡路大震災、

東日本大震災クラスの大地震にも十分耐えられる構造となっており、

基本的にガスの供給を停止することはありません。

・また、停電対応仕様（ブラックアウトスタート）とすることにより、

商用系統の停電時における重要負荷への電力供給を確保できます。

・更に熱も確保できるので、工場の操業や病院等の機能維持にも役立ちます。

中圧導管の強靭性

圧力の高い中圧（0.1～1MPa）都市ガス配管は、
地震時の地盤変動に耐えられるよう強度や柔軟性
に優れた素材が使用されており、180度曲げても破
損しない。



３. コージェネの提供価値

3-4. 強靭性の向上

22出典：令和3年3月11日基本政策分科会資料より抜粋

災害時のコージェネによる電力供給継続の事例



３. コージェネの提供価値

3-5. 都市開発への貢献

23出典：国交省 大都市戦略関連資料をもとに作成

日本の都市が海外企業にも選
択されていくには、機能が集積
した街区において、災害時の業
務継続に必要な防災機能を装
備する必要があり、エネルギー
の自立化、多重化が求められる。

停電対応機能を備えたコージェ
ネを装備し、自営線や熱導管等
のインフラを構築すれば、街区
全体の防災性が向上するととも
に低炭素化にも貢献し、都市と
しての価値を高めることができる。



３. コージェネの提供価値

3-5. 都市開発への貢献

24出典：国交省 第2回効率的なエネルギー利用に向けた都市の在り方検討会資料

エネルギーの面的利用事例
エネルギーの自立化、多重化へコージェネを設置し、省エネ、環境負荷低減に貢献している。



３. コージェネの提供価値

3-6. 地方創生への貢献

25出典：総務省 自治体主導の地域エネルギーシステム整備研究会

地域が発展するための産業として

期待されているのが、分散型エネ

ルギーインフラを導入した地域エネ

ルギー事業です。

地域の資源を活用して域内でエネ

ルギーを生産・供給することで、経

済好循環が図られ、地域の生産

活動や雇用の創出が見込まれる。



３. コージェネの提供価値

3-7. コージェネのカーボンニュートラルに向けた役割

26出典：経済産業省 資源エネルギー庁 ホームページ https://www.enecho.meti.go.jp/category/others/basic_plan/past.html

エネルギー基本計画

来歴 策定（閣議決定） 主要方針

第１次 2003年10月 原子力発電を基幹電源として推進

第２次 2007年  3月 「原子力立国」を実現

第３次 2010年 6月 原子力と再エネの比率を2030年に70%へ

第４次 2014年 4月 2020年までを「集中改革実施期間」

第５次 2018年 7月 より高度なS+3E(2030年GHG▲26%)

第６次 2021年10月 S＋3Eが大前提(2030年GHG▲46%)

第７次 2025年 2月 脱炭素電源の活用(2040年GHG▲73%)



３. コージェネの提供価値

3-7. コージェネのカーボンニュートラルに向けた役割
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コージェネは推進すべき分散型エネルギーシステム（分散型エネルギーリソース）
の一つとして位置付けられており、意義としては大きく5つに整理

①エネルギーの効率的利用（省エネ性）

②調整力の提供（調整力）

③レジリエンス価値（強靭化）

④エネルギーの面的利用・地産地消（地域活性）

⑤燃料の脱炭素化（燃料脱炭素）

第7次 エネルギー基本計画におけるコージェネの位置付け



３. コージェネの提供価値

3-7. コージェネのカーボンニュートラルに向けた役割

28DSR:Demand Side Resourcesの略。需要家の受電点以下(behind the meter)に接続されているエネルギーリソース(発電設備、蓄電設備、需要設備)を総称するもの。

DER:Distributed Energy Resourcesの略。需要家側エネルギーリソース(DSR)に加えて、系統に直接接続される発電設備、蓄電設備を総称するもの。

分散型エネルギーリソースとコージェネレーションの位置づけ（イメージ）



３. コージェネの提供価値

3-7. コージェネのカーボンニュートラルに向けた役割

29出典：コージェネ財団ホームページ https://www.ace.or.jp/web/cn/index.html

コージェネはカーボンニュートラルへの第一歩



３. コージェネの提供価値

3-7. コージェネのカーボンニュートラルに向けた役割

30出典：コージェネ財団ホームページ https://www.ace.or.jp/web/cn/index.html

燃料のグリーン化により、コージェネは低炭素から脱炭素へ



３. コージェネの提供価値

3-7. コージェネのカーボンニュートラルに向けた役割

31

技術開発事例
都市ガス専焼と同一出力45vol％水素混焼ガスエンジンコージェネの製品化

出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

JFEエンジニアリング株式会社様



３. コージェネの提供価値

3-7. コージェネのカーボンニュートラルに向けた役割

32

導入事例
多拠点電力融通と水素混焼対応型CGS導入による省エネ・脱炭素への挑戦

出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

日清オイリオグループ株式会社様
JFEエンジニアリング株式会社様



33

目 次

令和８(2026)年度 「エコテクノ2026」

０．コージェネ財団の紹介

１．コージェネについて

２．コージェネの普及状況

３．コージェネの提供価値

４．エネルギーの高度利用事例

（コージェネ大賞2025優秀事例の紹介）

５．コージェネの導入検討

６．コージェネの運転及び運用管理



6. エネルギーの高度利用事例

34出典：コージェネ財団ホームページ

１）コージェネ大賞

2012年度より開始した表彰制度で、

コージェネの有効性について社会への認知を図り、
コージェネの普及促進につなげることを目的に、新
規性、先導性、新規技術および省エネルギー性な
ど、優れたコージェネを「コージェネ大賞」として民生
用、産業用、技術開発の各部門ごとに表彰してい
る。

理事長賞、優秀賞、特別賞、入賞の４つの賞を
設けている。

２）今年度（2026年度）

受付：7月1日より8月31日まで

表彰：2027年2月4日（予定）

選考は、学識経験者で構成する選考会議で総合
評価を行い、賞を選定する。



民生用部門

産業用部門

技術開発部門

6. エネルギーの高度利用事例

35

以下のコージェネ大賞2025優秀事例の紹介

出典：コージェネ大賞2025優秀事例集



6. エネルギーの高度利用事例（１）

36出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

～麻布台ヒルズへの導入事例～ （東京都港区）

虎ノ門麻布台地区における高い環境性能と強靭なレジリエンス性能を備えたエネルギープラント
虎ノ門エネルギーネットワーク株式会社様

森ビル株式会社様

東京電力エナジーーパートナー株式会社様

【概要】

・大型コージェネを核とし、コージェネ排熱を有効利用するシステム、大規模温度成層型水蓄熱槽、
AI技術を活用したコージェネ・熱源の最適運転制御システム（AI活用EMS）を導入した。

・コージェネ-リチウムイオンバッテリ-ディーゼルエンジン発電機連系で、自立分散電源システムを構築
し、レジリエンス機能の強化を図った。

・平常時の高い省エネ性能と経済性に加え、災害時における電力・熱供給において安定した100%
供給能力を確保している。

コージェネ大賞2025（民生用部門）

理事長賞



6. エネルギーの高度利用事例（１）

37

システムフロー

電力系統

コージェネ大賞2025（民生用部門）

理事長賞

出典：コージェネ大賞2025優秀事例集



6. エネルギーの高度利用事例（１）

38出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

特長

コージェネ大賞2025（民生用部門）

理事長賞



6. エネルギーの高度利用事例（２）

39出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

～新さっぽろエネルギーセンターへの導入事例～ （北海道札幌市）

需給双方向連携を実現するCEMSとコージェネ・地域エネルギーを活用した強靭な街づくり
北海道ガス株式会社様

大成建設株式会社様

株式会社日立製作所様

富士電機株式会社様

【概要】

・高効率コージェネ（1,271kW、発電効率43.1%、総

合効率83.8%）2台が街区年間電力需要の74.1%

を賄う。（寒冷地特性を活かした融雪用ロードヒーティ
ングへの排熱利用により2024年2月には総合効率88.0%を達成している）

・CEMSを導入し、製造設備の最適運転計画に加え、蓄熱槽や需要家側の空調まで踏み込んだ調
整を実施することで、地域の省エネ、低炭素化を推進することともに、逆潮流可能なコージェネとの連
携により、街区外の再生可能エネルギー電源の出力変動の調整にも寄与する。

・災害による停電発生時においては、コージェネがブラックアウトスタート機能を有し、計画時の街区
ピーク電力の約60%、熱需要の100%を供給可能で、レジリエンス強化が図られている。

コージェネ大賞2025（民生用部門）

理事長賞

CEMS：地域エネルギーマネジメント



6. エネルギーの高度利用事例（２）

40出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

コージェネ大賞2025（民生用部門）

理事長賞

システムフロー



6. エネルギーの高度利用事例（２）

41出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

コージェネ大賞2025（民生用部門）

理事長賞

電力系統



6. エネルギーの高度利用事例（２）

42出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

コージェネ大賞2025（民生用部門）

理事長賞

特長



6. エネルギーの高度利用事例（３）

43出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

～ZEB-Readyを達成した川崎市役所本庁舎への導入事例～ （神奈川県川崎市）

都市型防災庁舎におけるエネルギーシステムの構築
株式会社久米設計様

川崎市様

東京ガスエンジニアリングソリューションズ株式会社様

【概要】

・災害対策活動の中枢拠点となる本庁舎へコージェネを

導入し、高い防災性能、省エネルギー性、省資源化を
実現した。停電時は非常用発電機とコージェネの両方が起動して建物内（本庁舎のみの実績値）
の最大電力の100%確保し、業務継続を可能とした。

・通常時は節水化を推進し、かつ災害時は補給水が途絶えることを想定して空水冷切替え型の冷却
塔を採用した。庁舎用途として給湯負荷が少ないため、コージェネの排熱は排熱投入型吸収冷温水
機（以下，ジェネリンク）に加え、デシカント外調機の再生熱、外調機の再熱に利用した。隣接の南
庁舎の蓄熱槽（冷専）へ配管接続し、熱融通を可能とするほか、富士山噴火の降灰に備え、コー
ジェネ室内の給気ファンには火山灰フィルタを挿入できるフィルタボックスを設置した。

コージェネ大賞2025（民生用部門）

特別賞



6. エネルギーの高度利用事例（３）

44出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

コージェネ大賞2025（民生用部門）

特別賞

システムフロー 電力系統



6. エネルギーの高度利用事例（３）

45出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

コージェネ大賞2025（民生用部門）

特別賞

特長



46出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

～東洋紡岩国事業所への導入事例～ （山口県岩国市）

高効率ガスタービンとRPFボイラによる発電所リニューアルの実現
東洋紡株式会社様

Daigasエナジー株式会社様

【概要】

・岩国事業所の自家火力発電所では、石炭からLNGとRPFへの燃料転換に加え、発電設備から発
生する高温排ガスやLNG冷熱を有効に利用する省エネ制御技術の導入により、環境負荷の大幅な
低減を実現した。また、安定操業に資する冗長性のあるシステム構成としており、電源セキュリティー
を確保した。

6. エネルギーの高度利用事例（４）コージェネ大賞2025（産業用部門）

優秀賞

RPF：古紙、廃プラスチック類を
主原料とした固形燃料



6. エネルギーの高度利用事例（４）

47出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

システムフロー

コージェネ大賞2025（産業用部門）

優秀賞



6. エネルギーの高度利用事例（４）

48出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

特長

コージェネ大賞2025（産業用部門）

優秀賞



49出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

～北山工業団地複数企業への電力・熱融通システム導入事例～ （静岡県富士宮市）

北山工業団地スマートエネルギー事業
株式会社CDエナジーダイレクト様

株式会社松屋フーズ様

富士カプセル株式会社様

【概要】

・静岡県の富士宮市北部にある北山工業団地において、隣接する業種が異なる別会社を1需要区
画として、大型ガスエンジンコージェネを設置した。

・2社間で専用インフラ（自営線、熱融通配管）を施設することで電力・熱の融通が可能となり、余
剰電力についてはグループ工場へ融通することで、省エネルギー・省CO₂を実現した。

6. エネルギーの高度利用事例（５）コージェネ大賞2025（産業用部門）

特別賞



50出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

6. エネルギーの高度利用事例（５）コージェネ大賞2025（産業用部門）

特別賞

設備外観とシステムフロー2社間の専用インフラ（自営線、熱融通配管）



51出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

6. エネルギーの高度利用事例（５）コージェネ大賞2025（産業用部門）

特別賞

特長



52出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

純水素型燃料電池の排熱を利用した吸収式冷凍機との連携
パナソニック株式会社エレクトリックワークス社様（現パナソニック エレクトリックワークス株式会社）

パナソニック株式会社空質空調社様（現パナソニック HVAC ＆ CCシステムズ株式会社）

【概要】

・純水素型燃料電池から回収される排熱と吸収式冷凍機が必要とする熱源との間には20℃の温度
差があったが、双方で10℃ずつ条件を改善し、70℃の熱による燃料電池と空調機の連携を実現し
た。

・この連携により、空調の消費電力を50%削減するとともに、燃料電池の総合エネルギー効率
95%を達成した。従来、燃料電池の排熱利用は温水などに限定されていたため、業務・産業分野
では温水需要が低下する夏場に有効活用されにくいという課題があった。

6. エネルギーの高度利用事例（６）コージェネ大賞2025（技術開発部門）

優秀賞



6. エネルギーの高度利用事例（６）

53出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

特長

コージェネ大賞2025（技術開発部門）

優秀賞



54出典：コージェネ大賞2025優秀事例集

6. エネルギーの高度利用事例（６）コージェネ大賞2025（技術開発部門）

優秀賞

将来性
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５. コージェネの導入検討

5-1. 導入の流れ

56

エネルギー需要想定
（エネルギー使用量（電力・熱）の把握）

コージェネシステム検討
（容量・台数、原動機種類、廃熱利用方法 など）

システム評価
（経済性、省エネ性、環境性、電力ピークカット など）

総合評価
（省エネ法など規制対応の定性的効果、付加価値 など）

出典：「都市ガスコージェネレーションの計画・設計と運用」（空気調和・衛生工学会）を参考に作成



５. コージェネの導入検討

5-2. 導入目的による運用イメージ

57出典：「熱電併給（コジェネ）推進室資料集」平成24年9月、資源エネルギー庁

❏コージェネは電力と熱を最大限利用し、効率性を確保することが前提
⇒電力需要・熱需要の把握が重要（一般的には下図の左側のケース）
❏コージェネ導入目的を明確にする
⇒非常時の電源確保（BCP）、未利用エネルギーの活用
⇒電力自由化等により、熱需要に合わせたコージェネを導入し売電

電力需要に合わせた導入イメージ

時間

熱需要に合わせた導入イメージ



５. コージェネの導入検討

5-3. コージェネの特徴

58出典：日本ガス協会  「福岡県コージェネセミナー 」 https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/cgsseminar.html

約400℃排ガスを有効利用

機関冷却とインタークーラーから取り出し

排ガスは500℃以上で高温

残存O2が16％以上あり、排気再燃可能

ガスタービンのエネルギーバランス

ガスエンジンのエネルギーバランス

電気を主に必要とされる場合

熱を主に必要とされる場合



59出典：経済産業省ゼロ・エミッション・ビルの実現と展開に関する研究会 資料「ZEB実現に向けたエネルギーの面的利用について」

発電出力と発電効率の関係

５. コージェネの導入検討

5-3. コージェネの特徴



５. コージェネの導入検討

【参考】導入による累積コスト削減のイメージ

60出典：日本ガス協会 「福岡県コージェネセミナー」 ～コージェネレーションの特長と最新の導入事例について～

削減コスト 増加コスト 概要

初期費用 （他設備の容量削減） 設備費・建設費
・システム構築全般の初期費用は増加コスト
・契約電力削減により特別高圧受変電設備回避による削減コストなど

電気

基本料金 契約電力削減

従量料金(FIT含む) 購入電力量の削減

自家発補給電力 コージェネ停止時のバックアップ電力

燃料
燃料費 コージェネ稼働の燃料

廃熱利用 コージェネ廃熱が代替する燃料

その他

固定費 固定資産税など。資金を借入する場合、金利が発生

（既設設備
メンテナンス）

コージェネ
メンテナンス

既設設備撤去する場合、メンテナンス費は削減コスト

付加価値 売電収入/BCP価値/未利用エネルギー活用など

使用年数

コージェネ導入

電力購入＋ボイラで熱供給累積コスト

ランニングコスト
削減

初期費用

利益＞設備投資で累積コスト逆転

稼働時間を長くすれば
早く累積コスト逆転



【参考】機器ラインアップ例（ガスエンジン）

61出典：コージェネ財団ホームページ

ガスエンジン 50Hz ガスエンジン 60Hz

５. コージェネの導入検討



【参考】機器ラインアップ例（ガスタービン・燃料電池）

62出典：コージェネ財団ホームページ

ガスタービン 50Hz/60Hz 燃料電池

５. コージェネの導入検討
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６. コージェネの運転及び運用管理

６-1. 運転パターン（電主熱従運転と熱主電従運転）

64出典：都市ガスコージェネレーションの計画・設計と運用 空気調和・衛生工学会編

電主熱従運転

熱主電従運転

発電を主体に運転するか、熱回収を主体に運転をするかの考え方



６. コージェネの運転及び運用管理

６-2. 省エネ性向上のポイント（熱利用用途）

65出典：都市ガスコージェネレーションの計画・設計と運用 空気調和・衛生工学会編

熱利用用途別のエネルギー効率

ガスエンジン排熱利用例



６. コージェネの運転及び運用管理

６-3. メンテナンス（ガスエンジン）

66出典：天然ガスコージェネレーション計画・設計マニュアル 日本エネルギー学会編

ガスエンジンメンテナンス項目および周期例

ガスエンジンのメンテナンスのスケジュール表例



６. コージェネの運転及び運用管理

６-3. メンテナンス（ガスタービン）

67出典：天然ガスコージェネレーション計画・設計マニュアル 日本エネルギー学会編

ガスタービンメンテナンスの概要

ガスタービンのメンテナンスのスケジュール例

ガスタービンメンテナンスの検査内容



【参考】 コージェネレーション白書2025

68

本書は、多くの方々にコージェネについて
ご理解いただくため、コージェネレーション
システムの役割、政策での位置付け、技術
開発、導入状況等をまとめたものです。

※非会員の方でご購入を希望される場合は、
日本工業出版株式会社までお問合わせ
 下さい。

◇日本工業出版 (TEL 03-3944-8001)
https://www.nikkopb.co.jp/products/detail.php?product_id=5971



一般財団法人コージェネレーション・エネルギー高度利用センター
（通称：コージェネ財団）
https://www.ace.or.jp

69

ご清聴ありがとうございました

令和８(2026)年度 「エコテクノ2026」
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